
ＩＤ問答～新たに始まった、我（ら？）が精神
こ こ ろ

の放浪
た び

?!～     

                                  作：Ｉ＆Ｄ 

㉝「（新型コロナ）ウィルス」のメッセージ?!そこには、「二重の警告の意味」がある?! 

Ｉ：改めて、新型コロナウィルスの猛威がここまで続くとは、専門家以外は、誰しも思っていなかっ

たと思いますが、否、他ならぬ、その専門家のみなさん達も、ここまでは想定していなかった?? 

Ｄ：ひょっとしたら、そうかもしれませんね?!しかし、まあ、ここで、そういうことを再確認しても

始まりませんので、今回は、これについて、私が考えついた（妄想した？）、新型コロナウィルスに

よる「二重の警告の意味」のようなものについて、少し話をしたいと思います?!  

Ｉ：「二重の警告の意味」とは、ある意味物騒な話ですが、改めて、それは、どういうことですか？一

つは、いわゆる「三密（密閉／密集／密接）」になれば、「感染（猛威）が起こるぞ！」ということだと

は思いますが、もう一つは、何なのですか？かなり興味？がありますね?! 

Ｄ：もちろん、それに付随した、それこそ多くの警告？があるとは思いますが、実は、彼ら（ウィルス）

は、いわゆる「無症状」の人（自覚がない、あるいはそれを無視している）を介して、その「猛威を振

るうぞ！」という警告を発しているということです?!別言すれば、今回は、「あなた達の弱点を突い

て、自分達の生存（増殖）の可能性を高めたぞ！」というメッセージがあるということです?! 

Ｉ：「警告」とか「メッセージ」とか、よく考えつかれましたね?!しかし、考えてみれば、そのように

受止められなくもないですよね?!だが、いずれにしても、それは、ある意味物凄い警告（メッセージ）

ですよね?!「ワクチンとのいたちごっこ？」ということも含めて、彼ら（ウィルス）が、長い年月の

間に勝ち取った（学んだ？）、一つの知恵なのかもしれませんね?! 

Ｄ：私には、そのように見えるということですが、「人間社会の弱点を突いた？」、まさに、そこが重

要な警告（メッセージ）なのではないかということです?! 

Ｉ：では、もし、そういうことであれば、それを実現させる、何らかのメカニズム（意志？）が、そこ

には働いている？つまり、それは、遺伝子上の「単純な（偶然の？）ミスコピー」ではなく、生き延

びるための「積極的なミスコピー」、否、意図的な「変身」がなされている？そういうことにもなる？ 

Ｄ：そういうことです！彼ら（ウィルス）は、通常の増殖では、永続的に生き延びることは出来ない？

そのことを知っている？だから、常に「変身」して、生き延びていくという術を獲得した？それが、

まさに「変異」ということではないかということです?! 

Ｉ：それが、彼ら（ウィルス）の、いわゆる「種の保存」の方法ということでもあるわけですね？しか

も、それは、彼ら（ウィルス）のような、「他の生命体」の中で生きていく「生命（種）」の、言わば

「生命線」でもあり、「宿命」でもある?!  

Ｄ：まさに、そういうことかと思いますが、今回、改めて注目されるのは、感染力や症状の強さもあ

りますが、「無症状」の人によって、そのメカニズム（意志？）が実現される？そうした戦略が採ら

れているということです?!それが、通常の変異とは違う?!要は、単なる偶然ではない?!  

Ｉ：それが、彼ら（ウィルス）が、長い年月の間に勝ち取った（学んだ）、一つの「知恵」だと?!相手（宿

主）の弱点を逆手に取るなぞ、何か、物凄い、彼ら（ウィルス）の逞しさを感じますね?!  

Ｄ：その通りです！今回、改めて思うのは、彼らの方法（選択？）には、まことにしたたかな戦略が組

み込まれているということですが、少しシニカルな言い方をしますと、一部症状が出ない人をつく

り、彼らによって、自らの増殖（生存）を確かなものにする？そういう戦略です！そういう点で、人

類は、ある意味「ウィルス」に見透かされている？人間社会には、必ず、一部そうした、多くの人

と違った反応（行動）をする人達がいる?!そこを学んだ?!そこに、つけこんだ?!そういうことかもし

れないということです?!したがって、これも、ある種の警告なのかもしれませんよ?!   （つづく）                                                                                                                                                                                                             


